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	令和8年8月26日発行
	大阪市立福小学校
	TEL ０６−６４７３−１４７１
	FAX ０６−６４７４−８３１０

	前期のまとめに向けて
	　４０日間の長い夏休みが終わり、いよいよ本日から前期のラスト一か月の学校生活が始まります。今年の夏も大変厳しい暑さが続きましたが、子どもたちはそれぞれ家庭や地域で、普段の学校生活とは違った貴重な経験をして過ごすことができたかと思います。久しぶりに友達や先生と顔を合わせ、元気な声が学校に戻ってくることを、うれしく思います。
	　まずは、夏休みの生活から学校生活へと、少しずつ生活のリズムを整えていくことが大切です。早寝・早起きや朝食、十分な睡眠を心がけ、暑さの厳しい時期だからこそ、無理をせず体調を整えながら学校生活を送ってほしいと思います。学校でも、子どもたち一人一人の健康状態に十分配慮しながら教育活動を進めてまいります。
	　後期のスタートまでのこの一か月は、学校生活をさらに充実させる大切な期間です。福小学校の特色でもある異学年の子どもたちが関わる「たてわり班活動」を生かし、児童会活動を中心とした交流を進めてまいります。高学年が低学年を思いやり、低学年が高学年に憧れをもつなど、学年を越えた関わりの中で、子どもたちの「人と関わる力」や「相手を思いやる心」を育てていきたいと考えています。子どもたちが互いのよさを認め合いながら、学校全体で成長していける環境をつくってまいります。
	　学習面では、前期の締めくくりに向けて、これまで学んできたことを振り返り、一人一人の学びを確かなものにする一か月とします。できるようになったことや分かるようになったことを確かめるだけでなく、「もう少し頑張りたいこと」にも目を向け、自分自身の成長を実感できるような学習を進めてまいります。
	　そして、9月末には前期末個人懇談会を予定しています。学校でのお子様の様子や学習面・生活面での成長を保護者の皆様と共有し、これからのさらなる成長について一緒に考える機会にしたいと思います。子どもたちの成長を支えるためには、学校と家庭がそれぞれの立場から子どもを見つめ、連携し、信頼関係を構築することが大切です。
	　前期の残り一か月、子どもたちが「分かった」「できた」「友だちと一緒に頑張れた」という達成感を積み重ね、充実した学校生活を送ることができるよう、教職員一同、力を合わせて取り組んでまいります。保護者の皆様のご理解とご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。
	（校長　立野岡　克）

	個人懇談会のお知らせ

